
 

 

 タイムカードに退勤時刻が記録されていない場合，勤務場所からの退出時刻，業

務に関するメールの送信時刻，パソコンのログ記録といった証拠から総合的に判断

して，退勤時刻を認定されるのが通常です。 

 参考になる裁判例として，東京地裁平成２５年２月２８日判決は，「退社時刻（退

勤時刻）について本件請求期間Ａのように何ら客観的な証拠が残されていないとい

う事実をもって，時間外労働時間の立証が全くされていないものとして取り扱うの

は相当ではなく，本件に顕れた全証拠から総合判断して，ある程度概括的に，本件

請求期間Ｂの時間外労働時間数を推認することも，それが控え目に行われる限り許

容されるものというべきである。」と判示しています。 
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Ｑ594．タイムカード等に出勤時刻は記録されているが，退勤時刻が記

録されていない場合，退勤時刻はどのように認定されますか？ 


